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側荷鉾構造線と唐越礫岩

甲藤次郎(元所員現高知大学)

はじめに

みかぷ

四国を東西に走る三大構造線の1つに御荷鉾構造線カミ

ある､三波川帯と秩父帯を分つ構造線である(第1図).

従来この構造線の位置についての定説はないがた

だ四国中央部の高知県上八川～池川間では比較的明瞭に

追跡されるのでこの地域に関係のある論文には図示さ

れている場合が多い(写真1･2).この四国中央部の御荷

鉾構造線は近年では後述する理由によって上八川一

池川構造線と陣ばれるようになってきた(石井･市川･甲

藤･吉田･小島1957;鈴木1964).

四国中央部では所々にこの構造線に伴われ主とし

て結晶片岩礫からなるいわゆる断層角礫岩カミ知られてお

からごし

り特に高知県吾川郡吾北村唐越付近によく分布している.

筆者は拙著｢高知県の地質1969｣のなかでこの

角礫岩は市ノ川礫岩と同じ始新世の礫岩が同構造線にた

たみこまれたものではあるまいかという疑問を述べてお

いたが筆者は再びこの問題を表題のもとにここにとり

あげた･その他の点ではまだ予察の域をでないがこ

れに関係する久万層灘二名層や市ノ川礫岩及び基盤岩類

に対する現在の知見を述べる.

地質概説

四国は中央構造線･御荷鉾構造線及び仏像構造線に

よって北より内帯(領家帯)･三波川帯･秩父帯及び

四万十帯に分けられるが三波川帯は四国の脊梁山脈を

しめて東西に分布している(第1図).
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第1図

位置図

A-A:中央構造線

B-B:いわゆる“御荷鉾構造線"

C-C:仏像構造線

A-A以北……………内帯(領家帯)

A-A･B-B間……三波川帯

B-B･C-C間……秩父帯

C-C以南･………･･…四万十帯

写真1いわゆる“御荷鉾構造線"の通る高知県上八川村唐越の露頭

(擁壁の間)

写真2個道改修工事で消される前(昭和47年頃)の前者と同地点

の角礫岩の大露頭�
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きよみず

三波川帯はその南縁部を東西に走る清水構造帯以北

の三波川帯主部とそれ以南の三波川南縁帯に分けられ

る(小島ら1956).

三波川南縁帯から秩父帯北縁にかけては御荷鉾緑色

岩類と呼ばれる塩基性変成岩が分布している.また御

荷鉾帯というのはいわゆる御荷鉾緑色岩類と呼ばれる

特徴を持った緑色岩カミ分布している地帯のことであり

三波川南縁帯や秩父帯との間には明瞭な境界が柱い･

御荷鉾構造線というのは秩父帯との間が明瞭な1本

の構造線によって境されているわけではなくときには

御荷鉾緑色岩体の北側或いは南側の断層でありまたと

きには四国中央部の上八川一池川構造線(石英斑岩･花

筒斑岩などの酸性火成岩類の貫入を伴う)で代表される

ようにほぼ三波川帯と秩父帯との境界付近をしめてい

る構造線という意味である.なお前述の酸性火成岩類

は石鑓山付近の中新世火成岩類と同時代の買入岩であ

ろう(石井ら1957).

従来この御荷鉾構造線に伴ういわゆる断層角礫岩あ

るいは貫入角礫岩と呼ばれる礫岩は四国中央部の高知

県の吾北村唐越および池川町日ノ浦付近に比較的よく連

続して分布している.筆者は後述する理由によって

からごし

本文でこれらの礫岩を唐越礫岩と命名した.

盾越地域の地質と盾越礫岩について

御荷鉾構造線に対して四国中央部において上八川一

池川構造線の名称が提唱されたのは1954年小島丈児

･吉田博直･市川浩一郎･石井健一および甲藤次郎によ

る伊予西条一高知県伊野間の四国中央部をほぼ南北に横

断する国道194号線(いわゆる予土路線)の路線地質調

査が行たわれ同構造線は三波川帯及び秩父帯の両帯に

わたって位置する原背斜構造に生じたことが指摘された

のに基づく(石井ら1957).

その後鈴木尭士(1964)によって上八川一池川構

造線に沿う息地一唐越一高岩地域を中心とした三波川帯

及び秩父帯の関係についての精査が行なわれた･

鈴木によれば両帯の間に構造線は存在するがこの

地域では三波川南縁帯と秩父黒帯をそれぞれ北翼および

南翼とする背斜構造カミ存在しており三波川南縁帯と秩

父黒帯化帯の対比が可能であるとした.

からこし

すなわち本地域の三波川南縁帯を下位から唐越層･

圭呈も一､じく㍉ド地^主〕

息地層および葛川層に分け秩父黒帯化帯をそれぞれの

相当層に層序区分した.

またこの地域の東方約2妊皿の寺野では橋本(1955)

によって緑色片岩中のレンズ状石灰質片岩からペルム紀

中世のル0曲ωαgθ伽αsp･が発見されているのでこ

れと連続する緑色片岩の存在から唐越層相当層はペ

ルム系中部統に属するとした.

また鈴木は構造線の運動様式について両帯の線構

おようつがい

造の解析から蝶番断層であると解釈した.

鈴木はこれらの研究にさらに池川付近の精査結果を

加えて上八川一池川構造線について論じてレ､る(1965).

以上の鈴木の地質調査の結果を地質断面図で示すと

第2図のようになる(第4-1図参照).

四国中央部の三波川帯及び秩父帯にまたがる研究は

その後著しい進歩はみられなかったが最近急速に活発

化してきた.それらの新事実については説明の便宜

上役章にゆずる.

さて筆者が本文でとりあげる唐越礫岩というのは

既述のように唐越付近及び池川付近で上八川一池川

構造線にそって分布するいわゆる断層角嬢岩のことであ

る.

�ね
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第2図

上八川一渡川構造線をほぼ南北に切る地質断面図

(鈴木1964･1965による)

地質凡例:

1.黒色片岩または粘板岩

2.砂岩片岩または砂岩

3･緑色片岩ま淀は輝緑凝灰岩

4.石英片岩またはチャｰト

5.石灰岩片岩または石灰岩

6.酸性火成岩類

7.断層角礫岩�
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露頭そのものは一般に露出不良でかんぱしく桂いカミ

ただ唐越(標高約100血)の川床で転石としてしばしば発

見される同角礫岩の観察によれば礫種はすべて三波川

帯起源の結晶片岩であり礫はangu1arからsubangu1ar

である(写真3･4･5).また礫岩の一部には流水によ

る成層構造がみられる(写真6).このような観察によ

ればこれらの角礫岩は後述の久万層鮮二名層(中部

始新世)や市ノ川礫岩と類似しておりおそらく同時代

の岩石が断層帯にまきこまれ侵食を免れて残存して

いるものでありもともとは崖鋒ないし扇状地の堆積物

と考えられる.

従って筆者は上八川一池川構造線に沿う角藻:岩は

断層角礫岩とは異なる堆積岩と考えるので模式地の名

称をとってここに唐越礫岩と命名する.

また筆者(1974)は松山西方約20k㎜地点の中央構

造線を縦走する河之内トンネル(全長375皿)を調査し

た際トンネル南側山腹の中央構造線推定地点から唐越

礫岩類似の転石を得たことを付言する.

久万層群二名層および市ノ川礫岩について

既述の唐越礫岩に類似した四国の主要な結晶片岩礫礫

岩には久万層群二名層および市ノ川礫岩がある.

本論に入るに先だちこれらの地層を含むいわゆる石

鎚山第三系について簡単に紹介しておこう(写真7).

石鎚山第三系については永井浩三による労作が多い

カミ永井(1974)の一節を引用すれば

“石鎚山第三系は石鑓山脈の山頂山腹山麓にわ

たって分布していて分布地はおもに外帯の三波川変成

岩帯であるが内帯の和泉層群の上にも小範囲ながら分

布している.石鎚山第三系分布地には瓶ヶ森や皿ヶ

嶺に準平原の残りが分布していて幼年期後期6侵食輪

廻の地形を呈している(永井1959).石鎚山第三系は

写真3角礫～亜角礫よりなる唐越礫岩

写真5同唐越礫着

写真4同唐越礫岩(黒いのはカメラキャップ)

写真6成層構造のみられる唐越礫岩�
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第3図久万層群二名層の露出地(永井編

地名:1.伊予市2.砥部3.中{4.久万

7.皿ケ嶺(1,271m)8.石墨山(1,456m)

101石鎚山(1,981m)11.瓶ケ森(1,896m)

13..岩黒山(1,746m)14.筒上山(1,859m)

花節は海棲化石産地M-Mは中央構造線

断面図凡例:1.石鎚層群および明神層2.二名層

1962による断面は一部省略)

5.二名6.明神

9.ニノ森(1,929m)

12.伊吹山(1,503m)

3.和泉層群4.結晶片岩類

おもに火山噴出物から構成されている新第三紀石鎚層群

くま

ど始新世久万層群とにk分されている.両層群は相

ともなっていることが多い.久万層群(永井1972)

は海成の中部始新世二名(にみょう)層と植物化石を

多く含む上部始新世明神層とに分けられる.両層は不

整合関係である.二名層はきわめて起伏のはげしい基

盤岩の上に堆積したものであると推定される.たとえ

ば三波川変成岩類のV字型の谷を二名層の角礫岩が充

填している露頭カミあったり上浮穴郡美川村古岩屋では

二名層分布地のまん中に基盤岩の三波川変成拾類が露

出したりしている.おそらく二名層堆積前一和泉層

群堆積後に三波川変成岩類は上灘衝上(永井1971)

に示されるような大規模な隆起をしそれに引続いて激

しい侵食作用をこうむり二名層堆積当時の著しい起伏

の地形となったものであろう"

写真7

四国のシンボル石鑓山(1,981m)

一シラサ峠(1,401m)から望む一

と述べている.また永井(1974)は現在の石鑓山

系周辺の二名層の分布から地質時代の地形が浸食によ

って再現された再現谷を考えているようである.

第3図は永井(1962)の編集した石鎚山周辺地域の

石鎚山第三系の地質図から二名層のみの露出地を示し

たものである･同図から解るようにこの地域の石鎚

山系の南北両側及び東側には二名層の主要な露頭がみら

れ同山系の下位には二名層が広く分布しているように

思われる(第3図地質断面図参照).

さて筆者は愛媛大学主催の学会例会などで二名層及

び同相当層を含む地域の地質巡検に参加したりまた昭

和30年頃には半沢正四郎先生および永井浩三博士のお伴

ふじみね

をして久万町の父二峰の地質を見せて頂いた.また昭

和35年頃には矢部長克先生および尾崎博博士のお伴をす

る機会があって以上の諸先生方からはいろいろの御教

示を頂いた.

今回は唐越礫岩との関係から筆者と同講座の平朝

彦助教授とともに久万町岩屋寺(600m)の二名層及び

市ノ川礫岩を2日間にわたって再検討する機会を得たの

で以下それらの観察結果について述べる.

岩屋寺における二名層は淘汰の悪い巨大礫を含む'

厚い礫岩層からなっている(写真8).礫種はほとん

どが三波川帯から由来したと考えられる結晶片岩である.

礫はsubangu1ar～subromdedで不明瞭ながら成層

構造をもつ部分もあり(写真9の上部)また礫のimbri-

cationが発達する部分もある(写真10).上下の粒度変

化は級化構造を示す部分が多く逆級化構造はあまり�
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写真8愛媛県久万町岩屋寺の二名層の露頭

認められない.

この厚い礫岩層の成因を考える上で重要な鍵となる

ものに礫のチャネル構造カミある(写真9の下部).これ

は深さ数メｰトルに切りこんだチャネルで級化構造を

示す巨大礫を含む礫岩で埋積されている1

この厚い礫岩の堆積環境としては

(1〕

��

��

��

��

海棲化石を含まない

礫岩の淘汰が悪い円磨が進んでいない

礫種が均一で後背地に近い

級化構造を示す

大規模なチャネル埋積構造を示す

の各点から判断して扇状地の堆積物と考えるのカミ妥当

であろう.

岩屋寺付近の二名層の礫岩の厚さから判断すると堆

積時には後背地の著しい隆起カミ考えられる.また愛

媛･高知の分水嶺をなす瓶ヶ森(1,896m)･伊吹山

(1,502m)･岩黒山(1,746m)･筒上山(1,859㎜)に

わたる山頂部では従来考えられていたような単純な分

布ではなく古第三系の著しいgraben状分布カミ認めら

れる(甲藤1974写真11･12･13).

次に市ノ川礫岩はかつて断層角礫岩と考えられたこ

ともあるが(矢部1915)その後久万層群の基底部(中部

始新世)と訂正されている(矢部･尾碕!961).筆者ら

の観察によれば市ノ川礫岩は次のような特徴をもって

いる.

写真9成層構造及びチャネル構造を示す岩屋寺の二名層の露頭

(1〕礫種は三波川帯の結晶片岩から由来している

(2)礫はangu1arでほとんど円磨されていない(写真!4)

(3)母岩の三波川結晶片岩が風化し角礫化して礫岩

写真10imbricationのみられる岩屋寺の二名層

に漸移している所が見られる(写真15)

(4)部分的に水流によると考えられる成層構造がみら

れる(写真16)

以上の観察によれば市ノ川礫岩は三波川結最片岩の基

盤上に生成された古崖錐堆積物であろう.

既述のことから唐越礫岩が二名層および市ノ川礫岩

と同時代の崖錐一扇状地堆積物だとすると当時の三波

川帯の運動の状態と範囲を示す貴重たデｰタとなろう.

白亜紀末頃から始新世にかけて西南目本弧は大洋

側に四万十沈降帯があり大陸側では日本海の生成の

初期であった特殊な時期を経験している.領家帯の花

購岩の貫入和泉帯の堆積三波川帯の隆起中央構造

線･御荷鉾構造線の起源と運動二名層を初めとする角

礫岩の堆積とそれにつづく海進といった地史的事件は

この“特殊荏時期"と無関係ではありえ恋かったであろう.

筆者がもっとも関心を持ち小著ではあるが本文で特に

強調したかった第1の点はこのことであり唐越礫岩も�
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写真11西方から瓶ケ森(1,896m)および子持権現を望む

写真12瓶ケ森近くから二名層の子持権現及び遠くに岩黒山(1,746㎜)

を望む

写真13子持権現近くの瓶ケ森林道ぞいに露出する二名層の角礫岩と小

断層(標高約1,400m)

写真14愛媛県市ノ川の主として角礫より汰る布ノ川礫岩

写真16部分的にみられる市ノ川礫岩の成層構造(ノ･ンマｰの先の上)

写真15基盤の三波川結晶片岩(左端)カミ風化して角礫化し礫岩に漸

移しているところ(市ノ川礫岩)�
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その露出こそ限られているカミ意義は大きいと考えられる.

御荷鉾緑色岩類に関する新拳実から

唐越礫岩は既述のようにいわゆる御荷鉾構造線をさ

しおいては考えられないような分布を示す.御荷鉾構

造線の意義を解明するには御荷鉾構造帯そのものの起源

までさかのぼら祖ければならない.その意味で御荷

鉾構造線ならびに御荷鉾帯の主要メンバｰである御荷鉾

緑色岩類についての最近の研究の一端を紹介する.

第4図には以上に関係深い地域の地質図を示す.

第4-1図は20万分の1高知県地質鉱産図(甲藤･小

島･沢村･須鎗1960)の改訂版(甲藤･小島･沢村･

須鎗･鈴木1968)からである.この改訂版は県の

予算の都合で御荷鉾構造線にそうごく一部の改訂にと

どまったものであり既述の鈴木(1965)の成果カミこれ

に表現されている.第4-2図は20万分之1高知営

林局管内(四国)表層地質図(甲藤･須鎗･鹿島･橋本

･波固･三井･阿子島1977)からであり第4-1図

と同地域である.第4-2図は当時価栄吉の未発表

資料を同氏の好意によって引用させて頂いたものであ

る.第4-2図の西部地域についてはその後武田賢

治･個栄吉･徳田満･原郁夫(1977)による論文“三波

川帯と秩父帯の構造的関係"のなかに精しく述べられて

いる.

さて第4-1図によれば上八川一池川構造線の西方

延長は御荷鉾緑色岩類の近くで消滅したことになる.

一方第4-2図ではいわゆる御荷鉾構造線を清水構

造帯の南縁に求めた.これは四国表層地質図(甲藤

ら1977)で説明の便宜上御荷鉾構造線を1本の線

で表現する必要があったからである.ただし今後もそ

の必要カミある場合は四国中央部では唐越礫岩の存在な

どから従来の上八川一池川構造線にとる万カミベタｰだと

思っている.しかし鈴木(1964)によるこの構造線

をはさむ背斜説には後述の理由などにより賛成できな

いのはいうまでも狂い.

つぎに最近まで時代決定のための資料の皆無であっ

た御荷鉾緑色岩類中の石灰岩や一般に無化石とされて

いた秩父帯化帯の地層中からコノドント化石の産出が報

告されるようになり三波川～秩父両帯の境界部で著し

い新事実カミ判明してきた.

即ち桑野･須鎗(1978)は徳島県剣山北斜面の夫婦

池西方のいわゆゆる御荷鉾緑色岩中の石灰岩から新石

4-1図:20万分之1高知県地質鉱産図(改訂版
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第4図

息地一唐越一池川間のいわゆる御荷鉾構造線にそ

う地域の地質図(原図は鈴木･佃による)

地名:

1.息地2.唐越3.高岩

'4..鷹羽ケ森(919m)5小式ケ台(950m)

6,993m7.黒森山(1,017m)

8.下土層9.大崎10.北川11.用屠

ユ2.明神山(1,541m)13.三光ノ辻山

(1,215m)14.雨ケ森(1,390m)

�����

凡例説明:

1.いわゆる御衙鉾緑色岩類

2.塩基性火山岩類

3.石灰質岩ないし石灰岩

4.酸性火成岩類

5.清水構造帯

6.いわゆる御荷鉾構造線

4-2図の化石産地の化石は三畳紀コノドント

1匿覇2国コ･Eヨ･国ヨ･E≡≡ヨ･Eヨ�
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炭紀バシル世のコノドント(腕0g伽伽ゐ5"伽肋∫

Gunne11匁ど)を発見した.さらに桑野･須鎗(1978)

は第4-2図地域の池川西方ツボイのいわゆる御荷鉾

緑色岩に重なる石灰岩から三畳紀のコノドント("θ伽

♪oり9伽肋〃3θcん伽α切3Hayashiなど)を発見した(位置

は第4-2図に示す).この地点は鈴木(1965)のゆる

やかな背斜構造を恋す御荷鉾緑色岩類の北翼にあたる.

これに対し佃(1977)･佃ら(1977)は鈴木の背斜構

造説を強く否定し御荷鉾緑色岩類が南へゆるく傾斜す

る軸面と西へゆるく落とす榴曲軸をもつ大きな横臥福曲

をなすとしているところである(第5図).

従って今後の生層序学的な地質の再検討をまたねぱ

見かけ上の層序的関係や構造的関係のみから三波川結

晶片岩類や御荷鉾緑色岩類及び秩父帯の地層の新旧を決

定することは極めて危険である.

これに関して須鎗和巳は御荷鉾緑色岩類に対して次

のよう溶見解をもってるので同氏の了解のもとにこれ

を付記しておこう｡

ストリスとして供給された等の憶説があるが(鈴木･岩崎

らの文献参照)再検討を要するのはいうまでも恋い.

既述の古生物学的証拠からすれば御荷鉾緑色岩は上部

石炭系であり当時秩父帯は堆積の場でありその上を

のり越えて海洋地殻が御荷鉾帯まできて一線をなして

四国より関東山地まで配列することは考え難い.また

海嶺よりのオリストリスとした場合御荷鉾帯付近に海

嶺がありその南北両側が大洋底だとすると秩父帯や

三波川帯にどこから堆積物が供給されたか説明できない.

また御荷鉾緑色岩中にチャｰトや石灰岩を挟むことも説

明不可能である.AUBoUIN(1965)が述べている様に

オフィオライトを地向斜の初期火成活動の産物と考え

三波川一秩父帯の地向斜が石炭紀中葉に発生したと考え

るのが妥当であろう"

むすび

以上述べたことからそれらの要旨ならびに問題点を

まとめると以下のように抵る.

1)御荷鉾構造線(上八川一池川構造線)のいわゆる断

“現在我々が御荷鉾緑色岩類とみなしているものが

すべて同一時代の地層とは考えられずまた御荷鉾緑色

岩類に接している秩父帯化帯の地層が同一層準であるか

どうかもまた不明である.従って御荷鉾緑色岩類の起

源に対して海洋地殻の断片であるとか海嶺からオリ

層角礫岩は再検討の結果崖錐ないし扇状地の堆

積物であって断層帯にまきこまれて分布するもの

と考えられる･従ってこの角礫岩を唐越礫岩と命

名した.時代についての確証はないが恐らく二

名層(中部始新世)に対比されるであろう.

�〰�

�ね

錦木(1965)による

�〰�

ヘミ

第5図

池川町西方ツボイ付近で三畳紀コノドントを産

したいわゆる御荷鉾緑色砦類を南北に切る地質断

面の2解釈(凡例は第2図と同じ)

イ田(1976)･佃ら(1977)による�
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2)一般に二名層は海進による堆積層と考えられてい

るカミ海棲化石の分布は父二峰地域に限られている

ようであり久万町岩屋寺その他での観察によれば

現在残存している角礫岩を主体とする二名層は既

述のような崖錐一扇状地堆積物(陸成層)であって

海成層とは識別して新地層名を定義すべきであろう.

恐らくこれらの陸成層と海成層間の不整合が看

過されているのではあるまいか.

3)いわゆる二名層は石鎚山系の山頂･山腹･河床に

点々と分布しており瓶ヶ森では標高1,700mに及

んでいる･このような分布は既述の岩相からみ

れば急激な堆積作用とその後の著しい断層運動

(始新世～中新世)の反映を示しているのであろう.

4)既述のように御荷鉾緑色岩とされているものは少

なくとも2層準(新石炭系および三畳系)に区分さ

れることが明らかであり今後より詳細な生層序学

的検討が必要である.そのような検討をへないで

その成因を論ずるのは非生産的なことである.
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